
 

 

平成７年７月 11 日～12 日の梅雨前線豪雨による災害 

  

平成７年７月 11日～12日にかけての梅雨前線豪雨は、長野県北部に大きな災害をもたらしました。土尻川砂防 

事務所管内では小川村を中心とする付近一帯で山腹崩壊による土石流や地すべり等の土砂災害が多発しました。 

14 渓流で土石流が発生して約 50 万立米の土砂が流出し、8箇所で大規模地すべりが発生したことから、全壊家屋 

12 戸、半壊家屋１戸に及んだほか 108 世帯 257 人が避難するという大災害でした。 

 

 

 



 
  

 



しかし、砂防堰堤が整備されている渓流では、上流からの土砂を堰堤がせき止めたことから下流への被害 

を軽減することができました。 

 



 

 

 

 
 
 

 
 
 


